
 

 

 

 

 

 

令和 5 年 4 月 

山 口 県 

 

土木建築部が発注する営繕系工事においては、公共工事の品質確保に関する法律

（平成 17年法律第 18号）の趣旨を踏まえ、請負契約締結後における積算数量に関す

る協議の円滑化に資するため、平成２９年１０月１日から「入札時積算数量書活用方式」

の試行を行ってきたところです。 

このたび、試行の結果を踏まえ、以下のとおり本実施することとしましたのでお知らせし

ます。 

 

１  入札時積算数量書活用方式とは 

入札時において発注者が入札時積算数量書を示し、入札参加者が入札時積算数

量書に記載された積算数量を活用して入札に参加することを通じ、工事請負契約の締

結後において、当該積算数量に疑義が生じた場合に、入札時積算数量書に基づき、積

算数量に関する協議を行う方式です。 

 

2  対象工事 

 土木建築部建築指導課及び住宅課が競争入札に付する営繕系工事（解体工事を除

く。）に適用。 

 

3 対象工事である旨の明示 

本方式を適用する工事は、入札公告又は入札情報に明示。 

 

4 適用日 

令和５年５月１日以降に入札公告又は指名通知する工事に適用。 

 

5 運用基準等 

「営繕系工事における入札時積算数量書活用方式実施要領」 

山口県建築指導課Webページ内 「基準・マニュアル等」に掲載。 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/134/205810.html 
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